
第６０１号２０２１年（令和３年）２月１５日 ニ　ュ　ー　ス　専　修（７）

場所：石巻専修大学体育館日時：３月20日（土）
■ 新型コロナウイルス感染症拡大防止
 　のため、ご父母・保護者は入場いただ
 　くことはできません。
■ 式典の様子はライブ配信する予定で
 　す。
■ 同窓会・育友会共催の「卒業を祝う
 　会」は中止となります。

注
意
事
項

令和２年度  学位記授与式のご案内

【式典】10：30 開式予定

　経営学部／ 人間学部
　経営学研究科

午
前
の
部

【式典】14：00 開式予定

　理工学部
　理工学研究科

午
後
の
部

４年次生に聞く石巻で過ごした充実の毎日……

　
入
学
当
初
は
経
営
学
の
専
門

的
な
講
義
に
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
休
ま
ず
に
出
席
し
た
こ
と

で
次
第
に
理
解
が
深
ま
り
、
多

く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
印
象
深
い
の
が

杉
田
博
ゼ
ミ
で
の
活
動
で
す
。

地
域
の
経
営
者
と
の
意
見
交
換

や
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

経
験
。
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
や
職

業
の
方
と
交
流
で
き
た
こ
と

で
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
伝

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　
学
業
以
外
の
面
で
も
自
身
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
励
み
、
危
険

物
を
取
り
扱
う
資
格
や
重
機
を

運
転
す
る
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。

　
就
職
活
動
は
、
１
年
次
か
ら

情
報
収
集
を
進
め
、
３
年
次
の

夏
ご
ろ
か
ら
本
格
的
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。
面
接
試
験
で

は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
履
歴
書

の
添
削
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
面

接
対
策
な
ど
進
路
支
援
室
の
サ

ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
、
自
分
の

力
を
発
揮
し
結
果
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
石
巻
専

修
大
学
は
就
職
サ
ポ
ー
ト
が
と

て
も
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
入
学
前
か
ら
の
目
標
が
か
な

い
、
卒
業
後
は
地
元
・
福
島
で

消
防
士
と
し
て
働
き
ま
す
。
人

命
に
関
わ
る
仕
事
な
の
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
自
分
の
行
動
に

責
任
を
持
ち
、
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢

献
し
た
い
で
す
。

（
福
島
県
福
島
西
高
、
内
定
先

福
島
市
消
防
本
部
）

目
標
に
向
け
ス
キ
ル
磨
く

経
営
学
部
経
営
学
科

菅
野
眞
明
さ
ん

　
大
学
生
活
に
大
き
な
希
望
を

抱
い
て
い
た
私
は
、
入
学
前
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
年

次
ご
と
に
目
標
を
定
め
、
１
年

次
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
２

年
次
は
資
格
取
得
と
海
外
留

学
、
３
年
次
は
専
修
大
学
へ
の

国
内
留
学
を
経
験
。
実
り
多

く
、
濃
密
な
大
学
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
学
で
の
学
び
は
、
知
識
を

教
わ
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

そ
の
知
識
を
踏
ま
え
て
「
自
分

は
ど
う
思
う
か
」
を
掘
り
下
げ

て
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

授
業
や
ゼ
ミ
の
な
か
で
意
見
を

求
め
ら
れ
る
機
会
も
多
く
、
４

年
間
で
自
分
の
意
見
を
持
つ
習

慣
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

　
就
職
活
動
で
は
、
将
来
性
や

育
休
産
休
の
取
得
率
と
い
っ
た

福
利
厚
生
、
勤
務
地
な
ど
を
研

究
し
、
２
年
間
で
50
社
以
上
の

説
明
会
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
ま
し
た
。
苦
労
し
た

点
は
気
持
ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
。
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
の

で
は
な
く
、
目
標
や
目
的
を
見

失
わ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
に
は
、
学
生

の
多
様
な
経
験
や
挑
戦
を
後
押

し
し
て
く
れ
る
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。
何
か
を
始
め
て
み
る

こ
と
で
、
自
分
の
世
界
が
確
実

に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
経
験

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
後
輩

た
ち
に
も
ぜ
ひ
伝
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
宮
城
県
古
川
黎
明
高
、
内
定

先

カ
メ
イ
㈱
）

挑
戦
重
ね
た
濃
密
な
日
々

経
営
学
部
経
営
学
科

結
城
湖
々
さ
ん

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
☎0225-22-7717（直）

石巻専修大学
広報係

最新の
情報は
大学HPで。

☞

自
動
車
工
学
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
技
術
研
修
会

石巻市モデル事業に協力
　
石
巻
専
修
大
学
は
、
石
巻

市
が
推
進
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ

デ
ル
事
業
に
協
力
し
て
い

る
。
本
学
共
創
研
究
セ
ン
タ

ー
で
は
新
た
な
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
理
工

学
部
の
梅
山
光
広
教
授
が

「
将
来
型
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
石
巻
市
は
昨
年
７
月
に
内

閣
府
よ
り
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
」に
選
定
さ
れ
た
。併
せ

て
特
に
先
駆
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
と
し
て
「
自

治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事

業
」に
も
選
ば
れ
た
。モ
デ
ル

事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

核
に
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
、

新
産
業
の
創
出
や
低
炭
素
社

会
の
実
現
、
高
齢
者
の
生
活

支
援
な
ど
に
つ
な
げ
る
構

想
。
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ

リ
テ
ィ
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
リ

ユ
ー
ス
）
の
活
用
が
事
業
の

柱
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　
本
学
は
同
市
か
ら
の
要
請

を
受
け
て
、
モ
デ
ル
事
業
の

う
ち
、
廃
車
済
み
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）
の
基
幹

部
品
を
再
利
用
す
る
「
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
リ
ユ
ー
ス
事
業
」

に
協
力
。
Ｈ
Ｖ
か
ら
モ
ー
タ

ー
な
ど
の
部
品
を
回
収
・
再

利
用
し
て
電
気
自
動
車
を
生

産
す
る
技
術
を
、
Ｈ
Ｖ
リ
ユ

ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た

豊
田
通
商
と
連
携
し
て
地
元

事
業
者
に
伝
授
す
る
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
内

の
自
動
車
整
備
会
社
を
対
象

に
し
た
技
術
研
修
会
を
１
月

26
〜
28
日
、
本
学
自
動
車
工

学
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

26
日
は
豊
田
通
商
の
社
員
や

梅
山
教
授
ら
が
講
師
を
務

め
、
Ｈ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
全
体
に

関
す
る
解
説
・
研
修
を
実

施
。
27
、
28
日
は
実
際
に
車

両
を
解
体
し
て
基
幹
部
品
を

取
り
出
し
、
動
作
を
検
査
す

る
作
業
な
ど
を
行
っ
た
。

　
梅
山
教
授
は
「
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
基
幹
電
動
ユ
ニ

ッ
ト
を
リ
ユ
ー
ス
し
て
地
域

に
必
要
な
電
動
車
両
を
製
作

し
、
そ
の
運
用
も
地
域
事
業

者
が
担
う
ス
キ
ー
ム
で
、
環

境
に
や
さ
し
く
、
産
業
発
展

へ
も
貢
献
す
る
未
来
型
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
本
学

は
自
動
車
の
専
門
技
術
を
生

か
し
て
参
画
し
、
生
活
の
質

を
高
め
る
『
選
択
の
自
由
』

も
考
え
た
各
種
小
型
電
動
車

両
の
研
究
に
取
り
組
み
、
将

来
的
に
高
齢
者
と
子
ど
も
も

単
独
移
動
で
き
る
よ
う
自
律

自
動
運
転
の
基
礎
検
討
も
実

施
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

〈
４
年
次
生
へ
〉
就
職
活

動
中
の
み
な
さ
ん
、
ま
だ
ま

だ
多
数
の
求
人
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
進
路
支
援
室
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。随
時
、

個
別
相
談
、
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
で

の
応
募
書
類
の
添
削
や
模
擬

面
接
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
疑
問
や
不
安
は
ま

ず
連
絡
を
。
皆
さ
ん
の
進
路

達
成
を
最
後
ま
で
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

〈
３
年
次
生
へ
〉
い
よ
い

よ
就
職
活
動
が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
大
学

主
催
の
合
同
企
業
説
明
会
を

３
月
中
旬
か
ら
４
月
中
旬
ま

で
、
Ｚ
о
о
ｍ
で
開
催
予
定

で
す
。
石
巻
専
修
大
学
の
学

生
を
採
用
し
た
い
！
　
と
い

う
企
業
や
団
体
が
参
加
し
ま

す
。
こ
の
説
明
会
を
き
っ
か

け
に
多
く
の
先
輩
方
が
内
定

を
得
て
い
ま
す
。
参
加
方

法
、
日
程
や
参
加
企
業
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
ポ
ー
タ

ル
メ
ー
ル
で
連
絡
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
実
施
し
た
進

路
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
全
18
回
）

を
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
で
動
画
配
信

し
て
い
ま
す
。
視
聴
す
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
進
路

支
援
室
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

石
巻
専
修
大
学
の
〝
い
ま
〞

を
伝
え
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ

ャ
ン
ネ
ル
「
Ｉ
Ｓ
Ｕ
ム
ー
ビ
ー

（
石
巻
専
修
大
学
チ
ャ
ン
ネ

ル
）」。
学
生
、
教
職
員
が
学
科

の
特
徴
や
研
究
室
で
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
。
多
く
の
動
画
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
で

も
気
軽
に
、
本
学
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
を
。

経
営
・
関
口
准
教
授

研
究
助
成
事
業
に
採
択

　
経
営
学
部
の
関
口
駿
輔
准

教
授
の
研
究
「
地
理
情
報
と

行
財
政
デ
ー
タ
の
マ
ー
ジ
に

よ
る
持
続
可
能
な
都
市
構
造

の
推
定
」
が
、（
公
財
）
栢

森
情
報
科
学
振
興
財
団
の
２

０
２
０
年
度
研
究
助
成
事
業

に
採
択
さ
れ
た
。

　
関
口
准
教
授
は
採
択
を
受

け
、「
本
研
究
は
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
の
一
つ
で
あ
る

『
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

政
策
策
定
』
に
役
立
つ
。
大

量
の
デ
ー
タ
解
析
を
行
い
、

持
続
可
能
な
都
市
構
造
を
研

究
し
て
い
く
」
と
抱
負
を
述

べ
た
。

人
間
・
大
縄
教
授

記
念
論
文
の
佳
作
に

　
人
間
学
部
の
大
縄
道
子
教

授
の
論
文
が
、
英
語
圏
文
学

会
50
周
年
記
念
論
文
で
佳
作

に
選
ば
れ
た
。「
信
念
に
従

っ
て
生
き
る
｜
｜
『
か
ら
す

が
池
の
魔
女
』
と
１
９
５
０

年
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
」
と

題
し
、
米
の
児
童
文
学
『
か

ら
す
が
池
の
魔
女
』
が
、
異

な
る
思
想
や
行
動
を
許
容
す

る
心
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い

る
こ
と
な
ど
を
論
じ
た
。

　
大
縄
教
授
は
「
作
品
の
舞

台
は
異
な
る
が
、
研
究
テ
ー

マ
は
現
代
の
日
本
社
会
と
無

関
係
で
は
な
い
。
研
究
に
精

進
し
学
ん
だ
こ
と
を
、
学
生

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

Ｈ
Ｖ
部
品
再
利
用
技
術

地
元
の
事
業
者
に
伝
授

ＩＳＵムービー公開中

進
路
支
援
室
の
活
用
を


